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序 文

わが喜界島は，新世代第三紀鮮新世の島尻層を基盤に琉球石灰岩，志戸桶

層隆起珊瑚礁，砂丘の地層から形成された島です。

本町における埋蔵文化財の最初の発掘調査は昭和32年九学会によって行わ

れ，荒木農道遺跡，巌島神社貝塚なとやいくつかが発見され，縄文時代後期の

土器片(宇宿式土器)，石斧，貝器，骨器等が，また喜界高校校庭からは縄

文時代前期の轟式土器に相似した土器片が出土しています。

その後も昭和61年度に先山遺跡発掘調査と熊本大学によるハンタ遺跡の発

掘調査，昭和63年度に島中 B遺跡の発掘調査が行われています。

今回は，県営畑地帯総合土地改良事業(小野津地区)実施に伴い「オン

畑，巻畑 B，巻畑 C，池ノ底遺跡発掘調査事業」として，県教育委員会の指

導援助を得て発掘調査を実施することができました。

本書はその報告書であります。この調査結果が土地改良事業実施にあたっ

て遺跡保存のために適切に活用されるよう念願いたします。

真夏の炎天下に大変なご尽力をくださった県立埋蔵文化財センターの調査

員の先生方をはじめ 指導者作業協力者及び協力いただいた土地協力者の

方々に厚く御礼申しあげます。

本町においては このような土地改良事業実施に伴う遺跡調査は今後も実

施が予想されますので，今後ともご協力くださるようお願いいたします。

f寸

平成 5年 3月

喜界町教育委員会

教育長折田国雄
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オン畑遺跡等位置図(5万分の 1) 



例 Eコ

1 この報告書は，県営畑地帯総合土地改良事業(小野津地区)に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 調査は喜界町教育委員会が主体となり，発掘調査は鹿児島県教

育庁鹿児島県立埋蔵文化財センターが依頼を受けて担当した。

3 本書で用いたレベル数値はすべて近くのベンチマークから移動

した高さを基準とした海抜絶対高である。

4 遺物番号はすべて通し番号であり，本文及び挿図・図版の番号

は一致する。

5 遺構・遺物の実測・トレース及び写真撮影は，池畑・堂込が行

った。

6 本書の執筆分担は次の通りである。

第 I 章，第 E 章，第E章，第百章第 1 ・ 3~5 節，

第V章・・・・・・・..................................................・・・池畑

第町章第 2節...・ H ・..………………...・H ・..……………堂込

7 遺物は喜界町教育委員会で保管し 展示・活用する計画であ

る。
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調査の経過及び調査の組織第 I章

第 1節調査に至るまでの経過

鹿児島県農政部(農地整備課・喜界土地改良出張所)は，大島郡喜界町小野津地区の県営畑

地帯総合土地改良事業を計画し，実施計画地域内における埋蔵文化財の有無について，鹿児島

県教育委員会(文化課)に照会した。

これをうけて，平成 2年 4月，文化課(担当:大野・東)で当該地区の分布調査を実施した

ところ平成 3・4年度工事実施予定地区内に 6か所の散布地が確認された。

この結果に基づき，農地整備課(喜界土地改良出張所)，文化課，喜界町教育委員会の間で

事業の推進と埋蔵文化財の保護に係る協議が行われ，まず，平成 3年 6月に喜界町教育委員会

が調査主体となって，巻畑A ・池ノ底B両散布地の範囲・性格を確認するための発掘調査を県

文化課に依頼して実施した。確認調査の結果，両散布地とも遺構・遺物が発見されなかったた

め工事は計画通り実施された。さらに平成 4年度事業区には残り 4か所の散布地が含まれてい

たため喜界町教育委員会が調査主体となり，調査を鹿児島県立埋蔵文化財センターに依頼して

実施することとなった。

調査の対象地はほとんどがサトウキピ畑であることから，調査区の設定・補償・作業員の手

配等の打合せ，発掘用具の点検などのため，調査担当者のひとりである堂込が7月 1・2日の

両日喜界町へ出向しミたO

第 2節調査の組織

事 業 主 体 喜界土地改良出張所

調査主体.喜界町教育委員会

調査責任者 ク 教育長 折

調査事務担当者 ク 社会教育課長 太利博

課長補佐 児玉右

派遣社会教育主事 鈴木俊

社会教育指導員 西 島 常

鹿児島県立埋蔵文化財センタ一文化財主事 池畑耕

文化財研究員 堂 込 秀

なお，調査企画等に関し，鹿児島県教育委員会文化課，鹿児島県立埋蔵文化財センターの指

導・助言を得た。
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発掘調査担当者

その後，県立埋蔵文化財

第3節調査の経過

発掘調査は，平成 4年 7月20日から平成 4年 7月31日まで実施し，

センターにおいて整理・報告書作成作業を行った。

-7ー



日誌抄

7月20日(月) 発掘用具を教育委員会から現地へ運搬。テント設営。作業員に作業日程，調

査上の留意点等を説明してから調査開始。巻畑B・C遺跡，オン畑遺跡に 2m

X5mのグリッドを設定し，重機で表土はぎ。

巻畑B遺跡の 1~ 3トレンチ掘り下げ。土が堅い。 1トレンチで柱穴を確

認。土師器が出土。

7月21日(火) 災暑のため本日から作業時間を変更する。昼食休みを 2時間とし，終了時間

を1時間延長して18時とする。寒冷舎を上に張り，直射日光をさえぎる。

池ノ底散布地の表土を重機ではぐ。

巻畑 B遺跡の 1 ・ 3~5 トレンチの掘り下げ。 1 トレンチは拡張する。焼土

を確認。 3トレンチに黒色土の落ち込みがあったため掘り下げたが，柱穴状に

ならず自然のものと見なす。 4トレンチは珊瑚礁が各所に露出，清掃のあと写

真撮影して仕上げる。 5トレンチは拡張して掘り下げる。ピット・炭などがあ

る。

町教育委員会教育長見学。

7月22日(水) 災暑と粘土質土壌のため土がカチカチとなり，ひびがはいるので，調査する

場所に水をまく。

巻畑B遺跡の 1・5トレンチ掘り下げ。 5トレンチでピットを発見。

巻畑 C遺跡の 2~5 トレンチ掘り下げ。 2 ・ 3 ・ 5 トレンチの写真撮影。

オン畑遺跡の 2トレンチ掘り下げ。

大島教育事務所喜界駐在指導主事 西国正敏氏見学。

7月23日(木) 巻畑B遺跡の 5トレンチはさらに拡張し，柱穴をさがす。

巻畑C遺跡の 2トレンチも拡張し，柱穴をさがす。

オン畑遺跡の 1・2・6トレンチ掘り下げ。 1トレンチは焼土などが検出さ

れたため重機で大きく広げる。 6トレンチでは多くの柱穴が発見される。

早町小学校教頭 本田硯孝氏見学。

7月24日(金) 巻畑B遺跡の 5トレンチ柱穴の検出。

巻畑C遺跡の 2トレンチ柱穴の検出。 清掃のあと写真撮影。 5トレンチの掘

り下げ。

オン畑遺跡の 6トレンチ掘り下げ，遺構検出。

- 8-



近くの三角点から海抜絶対高を移動する。

7月27日(月) 巻畑B遺跡の 5トレンチは写真撮影のあと柱穴掘りあげ。

巻畑C遺跡、の 5トレンチは掘り下げ。柱穴検出のあと掘りあげ。

オン畑遺跡の 6トレンチ清掃。写真撮影のあと柱穴掘りあげ。

7月28日(火) 巻畑 B遺跡の 5トレンチ柱穴掘りあげ。全面清掃のあと写真撮影，平面実

測。

巻畑B遺跡の 1トレンチ遺構検出。

巻畑C遺跡の 5トレンチ全面清掃のあと写真撮影。 2・5トレンチの平面実

測。

オン畑遺跡の 6トレンチ柱穴掘りあげ。 1トレンチの遺構検出。

トレンチの位置を千分の lの図にいれる。

7月29日(水) 池ノ底遺跡の 1~ 3トレンチ掘り下げ。清掃のあと写真撮影，断面実測。

土手のトレンチ掘り下げ。清掃のあと写真撮影，断面実測。

巻畑B遺跡の 1トレンチ柱穴掘りあげ。清掃のあと写真撮影，平面実測。

オン畑遺跡の 1トレンチ掘り下げ。 6トレンチ平面実測。

トレンチの位置を千分の lの図にいれる。

7月30日(木) 巻畑B遺跡の 4トレンチ断面実測。

巻畑C遺跡の 1・3トレンチの断面実測。 1トレンチの全面清掃のあと写真

撮影。

オン畑遺跡の 1トレンチ遺構検出。 1トレンチの炉跡を清掃のあと写真撮

影，掘りあげ。

7月31日(金) オン畑遺跡の 1トレンチを清掃のあと全景の写真撮影。

道具を片付けて，教育委員会へ運搬。テント撤去。

-9-



第E章遺跡の位置及び環境

遺跡の所在する喜界町は，鹿児島市からおよそ380km南に位置する奄美群島のなかの 1つ，

喜界島にあり， 1島で 1町をなしている。奄美大島からはおよそ42km東方に位置し，北東から

南西にかけて細長い島である。長さはおよそ14km，北東部から南西部にかけてしだいに幅を広

げ，最も幅の広い所で約 8kmある。島の周囲は約48km，面積は約56kmある。

喜界島は概して平坦な隆起珊瑚礁の島で，最も高い所は島の中央東側にある百之台で標高は

224mある。この百之台を中心に北西側へは緩やかに傾斜し， 60m ~10m の広い段丘地形が見

られる。一方，これに対して南東部は急崖となり，海岸線にそってわずかな平坦地が見られる

だけである。こうした地形のために，河川の発達は乏しく，用水はそのほとんどを地下水や湧

水に依存している。

気候は亜熱帯性気候で，年平均気温23
0

Cと年間を通じて温暖である。年間の降水量は2，100 

mmに達し，全島がガジュマル等の常

!と以id
緑樹におおわれている。

本島の基盤をなしているのは，新

生代第二期鮮新世の島尻層で，琉球

。 石灰岩，志戸桶層，隆起珊瑚礁，砂。。

V! 丘が上層を形成している。マージと

。 ~O 
呼ばれる暗赤色土壌が島の大部分を

覆っている。
屋久島

も 起状の少ない平坦な地形のため耕。
地面積が広い。農業が島の主要な産。

ト
業で，温暖な亜熱帯性気候を利用し

カ て栽培されるサトウキピが島の主要
フ

予IJ 農産物である。
島

オン畑遺跡，巻畑 B遺跡，巻畑C

奄γ す畠
遺跡，池ノ底散布地は，鹿児島県大

島郡喜界町小野津に所在する。小野

津地区は島の北東端にあり，海岸か
徳之島。 ら緩やかに標高60m位まで上がって

いく。集落は西側海岸地区の低地に

Cプ沖永良部島 密集しており，その他はほとんどサ

。 100km トウキビ畑となっている。集落の東
。与論島

南側，台地から急に低地に落ちる地

第1図 オン畑遺跡等の位置 点には『雁股の泉Jと呼ばれる湧水

-10ー



第2図周辺の遺跡分布図

-11-



遺 跡 地 名 表

図番 遺跡名 所 在 地 地 形 時 代 遺 物 等 備考

l 池 ノ 底 小野津池ノ底 台 地 本報告

2 巻 t田 B ク 巻畑 /，- 古代一中世 土師器・須恵器・類須恵 /，-

器・石鍋・フイゴの羽口

3 巻 よ田 C イ〉 // ク ク 土師器・類須恵器・石鍋 // 

4 オ ン よ田 /，- オン畑 /，- 古代~近世 類須恵器・鉄淳 /，-

5 八幡神社境内 か 砂丘 平安時代 須恵器・桐の中にある

6 川嶺グスク・ 志戸桶川嶺・坂元・ 丘 陵 古代~近世 類須恵器・滑石製石鍋

坂元・当地 当地 青磁・染付・南蛮焼・琉

球護・琉球赤絵・古今

里・玉類

7 てdじと、 戸 桶 志戸桶七城 台地 古代一中世 類須恵器完形 5・滑石

製石鍋

8 振 Jll ク 振川 砂丘 縄文 土器・員刃・貝殻・獣骨

9 志戸桶貝塚 ク

10 七 城 ク 増ケダ189 台地 古代~中世 類須恵器

11 

12 

13 

14 早町中 学校 塩道1190 砂 丘 石斧・叩石

地があり豊富な水量をほこっているが この地は源為朝にまつわる伝説も残っている。

小野津集落周辺の低地からは古くから磨製石斧等が採集されており，小野津地区の中にある

八幡神社境内の桐には平安時代の須恵器短頚壷が置いてある。また台地の上からも各所で磨製

石斧が採集されているが，ともに所属，時期，詳細な出土地点等が不明である。

小野津地区の東側にある志戸桶には縄文時代の貝塚である振川遺跡や志戸桶貝塚，類須恵

器 .i骨石製石鍋・青磁など古代~中世の遺物が多く出土している川嶺グスク，坂元遺跡，当地

遺跡などの遺跡がある。

調査対象となった 4地点は南側から北側へ向かつて緩やかに下降する傾斜地に位置してい

る。最も高いオン畑遺跡で標高54m，海岸線に近い池ノ底散布地で標高12mある。ほとんどが

サトウキビ畑となっており，畑境の多くは珊瑚などによって段差のある石垣が積まれている。

-12-



第E章層 序

喜界島の他の地点と同じく，今回調査した遺跡周辺においても基盤上の覆土は薄く，各所に

基盤の珊瑚礁が露出している。部分的に削平等がみられ，残存していない層もあるが，基本的

には次のような層序をしている。

I層(耕作土)

I層 表土(耕作土)020cm~30cmあり，褐色あるいは淡茶褐

色をした粘質土である。場所によっては多くの白色をし

た珊瑚粒が含まれている。

皿層(茶褐色粘土)

E層 20cm~60cmある黒褐色の粘土で，硬質である。赤色・淡

茶褐色の小石粒を多く含み，上部には土師器や須恵器な

どが包含されている。

N層(サンゴ礁)

困層 茶褐色(所により明るかったり暗かったりする)を主体

とする粘土で，硬質である。下面は基盤の珊瑚礁に接し

ているためでこぼこが激しい。自然のものと考えられる

ドーナツ状の落ち込みが各地にみられる。第3図土層柱状図

百層 基盤の珊瑚礁で，でこぼこが激しい。

この他に池ノ底散布地では基盤の珊瑚礁の上に細砂が堆積している。第 1トレンチと第 2ト

レンチのあいだの土手では次のようになっている。 n層の下に40~60cmの厚さの暗茶褐色細砂

があるが，微砂に近い密な砂である。その下には90~100cmの厚さの白っぽい乳灰色細砂があ

るが，これも微砂に近い密な砂である。さらにその下は淡灰褐色細砂であるが，ここでは部分

的に基盤の珊瑚礁が露出している。

丹
、

u



第U章発掘調査の概要

第 1節概 要

第4図整備前の遺跡周辺図
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対象地がサトウキビ畑であるため表土はぎは重機によって行った。地形等を考えて各遺跡と

も2mX5mのトレンチを基本として設定し，遺構・遺物散布の広がりがみられた地点につい

ては拡張した。調査実施面積は約630m2である。
、，

F 

第5図整備後の遺跡周辺図

E
d
 



第 2節オン畑遺跡

小野津字オン畑に所在する。遺跡は今回調査した 4遺跡の中で最も高所に当たり，北方向に

緩やかに傾斜する標高51m ~54m の台地に位置している(第 4 図)。調査対象地は県道沿いの

ダ/
ー
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Q
十
リ
オ
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了、¥

第6図

口

50 m/ ム_____y
第7図 オン畑遺跡の遺跡範囲と施工後

3トレンチF
て〉

4トレンチ。
γ、¥、
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h
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北側で表採域調査対象面積約1，800m2に対して，周辺を含めて調査対象面積5，000m2に6本のト

レンチを設定した(第 6図)。トレンチは 2X5mを基本として，重機を用いて表土を除去

後，遺構の可能性があればその都度拡張して行った。調査面積は約360ばである。

1. 1トレンチ

表土剥ぎの段階で，黒く濁った溝状の遺構と焼土を検出したため，当初 6X6m程度に拡張

し，さらに類須恵器のほぼ完形の鉢が出土したためさらに拡張して， 5トレンチまで含めて約

180m2について調査を行った。標高約54mで，表土の下は困層の茶褐色粘土で，表土の厚さが

約30cmある。

1 )遺構(第8図)

(1)概要

E層上面で，焼土の円形と楕円形の落ち込みと，黒色土のはいった浅い帯状の落ち込み，黒

色土と黒褐色土のはいった柱穴が多数検出された。焼土の円形と楕円形の落ち込みから調査

し，他の遺構については，時間の制約と確認調査の性格から，検出面を記録にとって埋めもど

したO 柱穴の埋土は黒色土と黒褐色土で，黒色土が新しく締まりがないが，黒褐色土のものが

ほとんどであった。黒色土が新しく，黒褐色土は古い埋土である。遺物は， 1の類須恵器がほ

ぼ完形で出土した。溝状遺構がもっとも新しく，溝状遺構と近い時期に炉跡があり，中世の建

物跡、が最も古い。 溝状遺構と炉跡については近世の可能性がある。

(2) 掘立柱建物

1号炉跡と 2号炉跡、の周辺の柱穴は，黒色土の埋土をもち，他は黒褐色の埋土の柱穴であ

る。ほぼ正方形に 1間X1聞の建物跡を 2棟検出した。柱穴の埋土と出土遺物から，中世の時

期のものであろう。柱穴については，掘りあげていないので，巻畑B遺跡のように時期の特定

が困難ではある。また他の建物跡の把握も難しい。柱聞は 1号建物跡が南北235cmX東西275

cm， 2号建物が南北250cmX東西270cmで、規模もほぼ等しい。 1号建物跡の西側約140cmから 1

と2の類須恵器が重なって出土し，これが建物跡の時期と判断される。

(3) 炉 跡(第 9図・第10図)

焼土の円形(1号)と楕円形(2号)の落ち込みは，特に張り出し部分が赤化し，外周を粘

土が巡っており，それぞれ半裁し調査した。赤粘土帯が幅約15cm円形ないし楕円形に巡り，な

かには炉壁と判断される焼けた粘土のブロックと赤色の焼土と灰褐色粘土が混ざって入ってい

る。底面には黒褐色の固着がある。表土剥ぎの段階で，鉄i宰・鉄製品が出土し，炉跡について

は鍛冶跡の可能性を考慮しながら調査したが，それぞれ 1，2点の出土で，鍛冶浮にしては量

が少なく，炉跡からも明確に伴って出土しなかったO 焚口が1号炉跡と 2号炉跡ともに東側に

向いている。これは現地の地形から東風があたりやすかったためと思われる。

ア) 1号炉跡(第 9図)

西側に隆起珊瑚礁の石灰岩があり，南側にも数個の珊瑚礁があったO 外周を赤色粘土帯が東

西180cmX南北140cmの大きさで，幅約15cm・高さ約10cmで、円形に巡り，その周囲に柱穴が検出

。。



された。 炉壁と判断される焼けた粘土のブロックが，粘土帯のなかの埋土に明確に検出でき

る。張り出し部分については，粘土帯が切れ，赤化が激しいことから焚口と考えられる。この

部分には別に灰褐色の粘土が敷かれており，炉底に黒褐色の固着物が堆積していたO

イ) 2号炉跡(第10図)

1号炉跡の 3mほど北東に，楕円形の炉跡が検出された。長軸96cmX短軸16cmで，幅20cm・

高さ10cm弱の粘土帯がまわる。 1号炉跡ほど焼土や焼けた粘土ブロックを伴わないが，同じ用

途に使用されたものであろう。

。。

~O 

。

焼粘土ブロック

A 
B 

第9図 オン畑遺跡 1号炉跡
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灰褐色粘土混焼粘土

暗黄褐色粘土 |I  I I I 

第10図 オン畑遺跡 2号炉跡

B 

B 

(4) 溝状遺構

切り合いの関係から最も新しい遺構である。幅130cm弱で、東西方向と南北方向に直角に交わ

っている。一部を断面で掘ってみたが，埋土は黒色土で固くしまっており，深さは15cm程で、レ

ンズ状に堆積している。一部に鉄分層の堆積がある。古道にしては，プランが明確でかつ黒色

土の埋土がそぐわない。 1号炉跡のまわりの柱穴と同ーの埋土にみなされ，同じ時期の排水用

の溝がもっとも考

A B 

、ヤく寸¥

53. 20m 

~ 

〆 ~l

第11図類須恵器出土状況
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えやすい。他の遺

構との明確な関係

が明らかでない

が，瓦器の出土な

ど比較的新しくな

る可能性がある。

2 )遺物

(第12図~第14図)

1号建物跡の西

側約140cmから 1

と2の類須恵器が

重なって出土し

た。その出土状況

が第11図である。



己

第12図 オン畑遺跡出土の遺物(1) 
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1は鉢で，口縁部は玉縁状に膨らみ，外面肩部に平行タタキ自を残す。 2は査で，外面肩部以

下に浅い平行タタキ，内面に目の粗い平行タタキを残している。 3~16が類須恵器の破片で，

6・7は波状の沈線を施し， 4・8・9・10・11・12・14・16は外面に条痕タタキ， 8・11・

12・14・15は内面に正格子タタキが残る。 17・18は素焼きの土器片である。 20・21は瓦器で，

22が布目瓦の破片である。 20・21・22については 1トレンチの新しい遺構に伴うものであろ

つ。

2. 2卜レンチ

lトレンチの北側約13mの隣接する標高約52.5mの畑地に設定した。 1トレンチの畑地とは

1 m弱ほどさがった畑地である。表土の下20cmで、田層が検出され，黒褐色の濁りがあったため

拡張して約44m2について調査したが，遺物は出土せずJ黒褐色の部分は石灰岩のまわりの風化

の度合いの違いと判断された。

3. 3卜レンチ

2トレンチのさらに北側に約20mのところに傾斜方向に合わせて 2X8mのトレンチを設定

した。標高51.5mで，表土の下20cmで、匝層が検出されるが，基盤岩である隆起瑚瑚礁の石炭岩

がすぐに露出し，遺物・遺構とも検出されなかった。

4. 4卜レンチ

2トレンチの東側約45m，標高52.4mの所に設定した。当初幅 2mで設定していたが，表土

の下20cmの困層上面で，黒褐色の濁りがあったため，拡張して約30m2について調査した。遺物

は出土せず，黒褐色の部分は石灰岩のまわりの風化の度合いの違いと判断された。

5. 5卜レンチ

1トレンチの東側に 2X5mで設定したが， 1トレンチの拡張に伴って， 1トレンチと同一

の発掘区となった。

6. 6卜レンチ(第15図)

1トレンチの西側約20mの標高54mのところに，遺構の広がりを確認するため設定した。柱

穴を検出したため，拡張して約90m2について調査を行ったO 表土の下30cmの困層に柱穴が25本

掘り込まれである。建物跡は明確にできなかったが， P2， P3， P4について 1間X1聞の

建物跡の可能性がある。 P21は平たい根石がおかれている。類須恵器片・鉄刀片・ 19の素焼き

の土器片が出土した。時期的には 1トレンチと同一時期のものと考えられる。

これらの結果，オン畑遺跡の残存している遺跡範囲は， 1トレンチと 6トレンチを設定した

畑の約1，900m2で、ある。また炉跡については，サトウキピから黒砂糖を精製するための野外炉

が近代まで使用されていたことから，この野外炉の可能性もある。

-24-



O
M
U
 

O
M
U
 

-OJ6 
u 

…-
U ハ 15

一一

-CP-qlF 
-0-8 LJ-012 
U 10. ) I 

智子17

O
M
U
 

-Qj 
U 

辺

司

d

f

二

内18

ー@_6

_~_5 ¥J 

オン畑遺跡 6トレンチの柱穴
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第15図



第 3節巻畑B遺跡

小野津字巻畑に所在する。遺跡のある台地は北・東へは緩やかに下っているが，西端は25m

ほどの段差をもって急崖をなしている。当遺跡はこの台地の西端近くにある。県道北本線から

北海岸へ向かつて緩やかに下降する地形にあり，調査対象地は県道の近く付近で，標高が46.5

mから48mである。調査対象面積約5，000rrfに対して 5本のトレンチを設定し，柱穴の発見さ

れたトレンチは拡張したため調査総面積は140ばである。

1. 1卜レンチ

頭初，南北に長い 2mX5mのトレンチを設定したが，柱穴が発見されたため，東へ 2m拡

張して 4mX5mのトレンチとした。標高約46.8mである。表土(耕作土)の下は困層の茶褐

色粘土で，表土の厚さが約65cmある。

1 )遺構

(1)概要

困層上面で黒褐色土のはいった柱穴が17検出された。柱痕跡はなく，ほとんどが円形の平面

形を呈し，直径は15cm~45cmある。穴の深さは15cm~30cmあり，割合にしっかりしている。 p

1には底近くに石が置かれていた。中央にある 6本の柱穴で 1間X2聞の掘立柱建物が想定で

きたカミイ也にまとまるものはなかった。

第16図巻畑B遺跡トレンチ配置図(施工前)
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第17図 巻畑B遺跡卜レンチ配置図(施工後)

(2) 掘立柱建物

南北方向に長い 1間X2聞の建物である。心心での柱聞は北側が東から45cm+85cmの130

cm，南側が東から75cm+55cmの130cm，東側が152cm，西側が155cmで、ある。柱穴の規模は北側

が東端が直径24cm，深さ25cm，中央が直径15cm，深さ13cm，西端が直径25cm，深さ37cm，南側

が東端が直径30cm，深さ28cm，中央が直径20cmX25cm，深さ10cm，西端が直径30cm，深さ30cm

である。南側では東端柱穴の底に珊瑚礁，西端柱穴の底に滑石製石鍋の二次加工品が置かれて

いたO

南西隅の柱穴内から須恵器片 1，i骨石製石鍋の破片 2が出土した。 23は壷の肩部で，ここに

ヘラによる左から右への 3条の波状文が描かれている。内外とも横方面のへラナデで仕上げて

いるが，内面には正格子タタキの痕跡らしきものがみられる。外面が黒灰色，内面が青灰色，

内部が赤みがかった茶褐色を呈し，やや軟質である。白色石・黄色石など細かい土を用いてい

る。

24と25は滑石製石鍋の二次加工品である。 24は厚さ1.5cmの石鍋の胴部で、外にはススが付着

している。外面は縦方向 内面は縦あるいは左下がり方向の細かいケズリ痕がみられる。長方

形に近く割れており，外は大きく剥脱痕がみられる。長辺の一部には二次的にケズった痕がみ

られ，再加工の意図が伺える。 25は内外ともススの付着した胴部破片で外面には細かいケズリ

痕がみられる。周辺を丁寧にケズってナスビ形に仕上げている。縦14cm，最大幅9.5cm，厚さ

1. 5cmで、ある。貫通している孔が 3個，裏に未貫通の穴が 1個ある。孔は裏から穿ったもの
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と，表から穿ったものとがある
日 白

が，いずれも一方通行である。

表の方は尖った方に筋状のもの

がある。他に帝国い線状のものが

みられる。裏には深い沈線が縦

あるいは右上がり方向にみられ

る。

2 )遺 物

1トレンチでは表土から土師

器斐片 1，II層から土師器斐片

38，須恵器 1，内面に布目のあ

る陶器 1，天目 1，現代白磁 2

(碗 1・チョコ 1) ，フイゴの

羽口 2，鉄淳 1が出土してい

る。 26と27はE層で出土した土

師器斐の口縁部である。ともに

外反して端部は丸くおさまる。

26は太めのもので，内外とも磨

日 滅している。明茶褐色を呈して

。 1 m いるが，表面は黒っぽい。石

英・白色石の細かい石を多く含

第18図巻畑B遺跡 1トレンチの柱穴 み，焼成は普通である。 27は

小形のもので強く外反し，端部は細い。これも明茶褐色を呈しているが，表面は黒っぽい。胎

土・焼成度とも26に似ている。フイゴの羽口は土師質で 内面は赤茶褐色 外面は灰褐色を呈

している。

28は須恵器壷の破片で，内外とも横方向のナデで仕上げている。青っぽい灰色を呈し，外に

は自然紬が付着している。白色石・黒の輝石・黒色石・石英などの細かい微礁を用いている

が，部分的に小磯も含まれている。焼成は良好である。

3か所の柱穴から遺物が出ているo P 1から土師器斐片 1，須恵器斐片 2，P 3から土師器

斐片 1，P 5から土師器斐片 1が出ている。 29と30はP1から出土した須恵器斐片である o 29 

は表が横方向の条痕タタキ，裏が左下がりの条痕タタキである。 淡い灰褐色を呈し，焼成は普

通である。白色石を多く含む胎土を用いている。 30は表が小さい正格子タタキ，内面が左下が

りの条痕タタキである。青っぽい灰色をしているが，外面はやや濁っている。白色石を多く含

む細かい胎土を用いており，焼成は良好である。
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2. 2卜レンチ

2トレンチは 1トレンチの南側約30mの所に設定した。 1トレンチより約 1m高い標高

47. gmの位置である。東西に長い 2m X5. 5mのトレンチで厚さ約20cmの表土の下はE層の茶

褐色粘土で，基盤の珊瑚もあちこちに露出している。遺構はなく，表土から土師器斐片 lが採

集された。

3. 3卜レンチ

1トレンチの東側約40m

に設定したトレンチで，頭

初南北に長い 2mX5mで

あったが，柱穴状の落ち込

みがみられたため拡張し，

東西に長い 5mX6mとし

た。標高約46.8mで北へ緩

やかに下降している。表土

が約20cmで，その下は茶褐

色粘土である。この面を清

い掃して30~40cmの円形状落

ち込みを 6検出した。しか

し穴は整然としておらず，

遺物の出土もみられなかっ

た。このことから自然の落

ち込みと判断したO このよ

うな穴はあとで巻畑C遺跡

やオン畑遺跡などでも見る

ことカfできた。

このトレンチの表土から

は土師器斐片が11点，土師

器均二片が3点， うすい須恵

器斐片が 1点，滑石が 1点

出土している。 31は厚さ

1.3cmの滑石製石鍋の二次

加工品で側面の一部を丁寧

に磨いているが，未完成で

第19図巻畑B遺跡 1トレンチの掘立柱建物 ある。
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4. 4卜レンチ

3トレンチの南約40m， 2トレンチの東約40mに設定した 2mX5mの東西に長いトレンチ

である O 標高約47.6mで，表土(白っぽい淡茶褐色粘質土)が約20cm，その下に約20cmの黒色

粘土，さらに淡茶褐色粘土と続く。珊瑚が各所に露出している。遺構・遺物とも発見されなか

った。

5. 5卜レンチ

1トレンチの西側約25mに設定したトレンチで，柱穴が多く発見されたため拡張を繰り返し

て，最終的には10.5m X11. 5mとなったO 東から西へ下降しており，標高46.5m ~46. 2mであ

る。表土の厚さが25cm~40cmで，その下は茶褐色粘土 (III層)であるが，その下の珊瑚礁があ

ちこちに露出している。

、。ノ

建

物

了す

L。J 

@むle

@r 
0) 

0 

Lb〉

第2咽巻畑B遺跡5トレンチの柱穴
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1 )遺構

(1)概要

面層上面で黒褐色土のはいった柱穴が44検出された。ほとんどが円形の平面形を呈し，直径

は15cm~40cmある。穴の深さは 7 cm~37cmで、ある。トレンチの東端近くにある柱穴は一辺約 l

mの隅丸方形を呈し，中央付近に直径50cmの柱痕跡がある。柱痕跡の底までは深さが60cmある O

。

。

第21図 巻畑B遺跡5トレンチの掘立柱建物
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規模の大きい柱穴であるが，これと組み合わさるものは見つからなかった。柱穴の中でまとま

る掘立柱建物が一棟あった。

(2) 掘立柱建物

南北方向に長い 2間X3聞の建物である。心心での柱聞は北側が東から1.6m+1.6mの3.2

m，南側が東から1.4m+1.6mの3.0m，東側が1.8m +1. 2m +1. 4mの4.4m，西側が1.4m+ 

1.4m+1.6mの4.4mである。柱穴の規模は北側が東端が直径30cm，深さ20cm，中央が直径28

cm，深さ25cm，西端が直径24cm，深さ20cm，南側が東端が直径34cm，深さ20cm，中央が直径26

cm，深さ45cm，西端が直径30cm，深さ20cmで、ある。また東列は中央北側が直径30cm，深さ15

cm，中央南側が直径36cm，深さ13cm，西列は中央北側が直径30cm，深さ27cm，中央南側が直径

36cm，深さ23cmで、ある。東列の中央南側の柱穴底には根石が置かれている。東柱列北から 2番

目の柱穴からは須恵器斐の破片(第24図34)が出土した。外面は細かい長方形格子タタキ，内

面は条痕タタキである。淡い灰色を呈しており，焼成はやわらかい。白色石・石英などの細か

い石を多く含んだ細砂質の胎土である。

2 )遺物

5トレンチではE層から土師

器薬の破片 1，ピット25からフ

イゴの羽口 1，ピット36から滑

石製石鍋の破片 1が出土してい

る。 33は土師器棄の外反する口

縁部である。暗茶褐色を呈し，

白色石などの細かい石を多く含

んでいる。表面の磨滅が激し

い。フイゴの羽口は表面が灰

色，内面が淡い茶褐色を呈し，

石英などの微石を多く含んでい

る。石鍋 (32) は厚さ 1cmと薄

く，直径 1cmほどの孔があいて

いる。

ーーーー¥

黒色粘土 一一一-一一/
淡茶褐色粘土 0 1 m 

第23図 巻畑B遺跡 4卜レンチ断面図

勺 310
5 cm 

第24図巻畑B遺跡出土の遺物(2)
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第4節巻畑C遺跡

小野津字巻畑に所在する。巻畑B遺跡の南東方向約250m，オン畑遺跡の北西方向約150mに

位置し，両遺跡の中間にある。ここも県道北本線から北海岸へ向かつて緩やかに下降する地形

にあり，遺跡は標高49mから53mのあたりにある。調査対象面積12，000m2に対して， 5本のト

レンチを設定し，調査総面積は100m2となったO

1. 1トレンチ

遺跡の北端近くに設定した東西に長い 2m X 10mのトレンチである。標高47.9mで，厚さ25

cm~40cmの表土の下は淡茶褐色粘土で， 60cm以上の厚さがある。部分的に黒色粘土が残ってい

る所があり，また珊瑚の露出している所もある。遺構・遺物とも発見されなかった。

2. 2トレンチ

1トレンチの南約40mの所に設定したトレンチで，頭初 2mX5mの広さだったが，柱穴が

検出されたため拡張し， 6 mX7.5mになったO 標高50.4m ~50. 7mで，北へ下降している。

30cmほどの表土の下は茶褐色粘土であるが，南側を中心に珊瑚がブロック，環状に出ている。

その聞に黒色土が円形，楕円形，環状にまだらにはいっている。柱穴が6検出されたが，建物

としてまとまるものはなかった。柱穴は浅いものが多く，直径は25cm~45cm 深さは 7cm~25 

cmある。

ハH
U

，Er--

払
-
-
-

/
刷
J
l

、

…

、

¥
 

¥、
-
¥
¥
 

げ

一

I
R
q
J
i

一一ヘ

一
Illu--
川

U

「

州

4
ト
レ
ン
チ

5
ト

レ

ン

チ

一

一

¥い
1
1
1
1
1
1
1
1
1
リ

?

¥

w

u

v

-

一

¥

い

'

l

-

一

、、

t
s

、

け

H

-

一

¥

川

υ

一一
V

川
l

M

I

l

l

-

ユ

nHum-

川

一

一

v

刈

1
2

山

v

t

第25図 巻畑C遺跡卜レンチ配置図(施工前)
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第26図 巻畑C遺跡卜レンチ配置図(施工後)
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第27図巻畑C遺跡断面図

表土から土師器斐破片 2，須恵器斐片 1が出土した。 36は在地の須恵器斐の破片である。外

面に条痕タタキ，内面に正格子タタキがある。外・内表面とも青灰色を呈しているが，内面は

赤茶褐色である。白色石などの微石を多く含む細砂質土を用いている。南東隅の柱穴からは土

師器斐破片 2が出土した。 35は外反する口縁部で端部は丸みを帯びている。内外とも横ナデで

仕上げている。茶褐色を呈し，焼成は普通である。石英・白色石などの細かい石を多く含んだ

砂質土である。
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3卜レンチ

2トレンチの南約25mの所

に設定した南北に長い 2mx

5mのトレンチである。表土

が約25cmあり，南側ではその

下に黒色粘土が薄くあるが，

北側では黒色粘土がなく，す

ぐ淡茶褐色粘土である。一部

には円形に黒色粘土の落ち込

みがある。遺構・遺物とも発

3. 

込s

。。
v @ 

見されなかった。

サ
ン
ゴ
礁

4卜レンチ

1トレンチの南西約60m，

2トレンチの西約60mに設定

4. 。Q 

した南北に長い 2mX5mの

トレンチである。 i:炎茶褐色粘

質土や瑚瑚粒が多く含まれる

表土が25cmほどの厚さにあ

り，その下は茶褐色粘土であ

る。円形，環状を呈する黒色

粘土の落ち込みが部分的にみ

られる。遺構は発見されなか

ったが，須恵器斐の破片 2，

琉球焼と思われる陶器片 1が

出土した。須恵器はいずれも

在地のもので 1点には内面に

格子タタキがみられる。

サ
ン
ゴ
礁

。
v 

o 1m 

巻畑C遺跡2卜レンチの柱穴第28図

5卜レンチ

4トレンチの南約40mに設定したトレンチで，柱穴がみつかったため拡張し，最終的には 4

mX8mとなった。標高約52.8mで、北へ緩やかに下降している。表土が約25cmあり，その下は

茶褐色粘土である。茶褐色粘土の中には珊瑚がブロックあるいは環状に露頭しており，黒色土

が円形，楕円形あるいは環状に落ち込んでいる。柱穴が8検出されたが，建物としてまとまる

ものはなかった。柱穴の規模は直径が10cm~30cm，深さが 6 cm~15cm と浅い。
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第5節池ノ底散布地

小野津字池ノ底に所在する。

表面採集で土器片が採集されたため，約2，OOOm2を対象にして

調査を実施した。対象地は本来，北へ緩やかに下降しながら海へ

達する地形を呈しているが，現在は平坦地に整地されて 3段にな

っており，下段の標高は約12.5m，中段の標高は約15m，上段の

標高は約16.5mである。海岸線までは約30mあるが，対象地の端

から海岸線までは砂丘になっている。調査は 3か所のトレンチ

と， 1か所の土手削りとを行った。調査総面積は36mで、ある。

下段に設けた第 1トレンチ (2mX5m)は約60cm掘り下げた

が，表土 (20cm~40cm) 下が珊瑚まじりの淡い黒褐色細砂 (35cm

ー..:J.-ー-.JL 止

耕作土

黒褐色粘土

i 14m -i 暗茶褐色細砂 j一

「¥)f一一寸

! 白っぽい乳灰色細砂 J 

IL--ぷゴ Il
淡灰褐色砂 o 1 m 

第30図
池ノ底散布地土手断面図

~40cm) その下に白っぽい淡褐色細砂があった。中段との間の断面と比較すれば， この砂は包

含層から相当下の基盤層に近い層とみなされた。このことからこの段は砂採取が行われ，

後客土がされたものと思われる。

その

中段に設けた第 2トレンチ (2mX7m)は包含層に該当する黒褐色粘土 (II層)が残って

いたが，遺物は全く出土せず，遺構等もなかった。
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上段に設けた第 3トレンチ (2mX6m)も黒褐色粘土 (ll層)が残っていたが，遺物は全

く出土せず，遺構等もなかった。

これらの調査結果から判断して，当地から採集された土器片は客土の中に入って持ち込まれ

たものと思われた。土手にも数cmの厚さに客土が打ちつけられており，この中から採集された

ものであろう。

第32図 池ノ底散布地卜レンチ配置図(施工後)
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第33図池ノ底散布地断面図
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第V章 まとめにかえて

調査した 4遺跡のうち池ノ底遺跡は，調査区内に遺物包含層がみられず，周囲の状況から現

代になって他地点から遺物が持ち込まれた可能性が強い。今後は遺跡ではなく，散布地として

扱いたい。残り 3遺跡は，お互いに関連性をもちながら独立した村落形態をもっている。今回

の調査で発見された遺物を主体としながら，それらがもついくつかの間題点を探ってみたい。

南西諸島の古代から中世における様相はいまだはっきりしない。しかし，従来考えられてい

たような閉鎖的イメージは，最近の出土資料によって大きく塗り変えられようとしている。

まず煮炊具の問題である。最近の調査によって，古代における在地の斐は従来弥生時代頃に

位置づけられていた兼久式土器であることが知られてきた。しかし，当遺跡で出土している斐

は，すべて内面がヘラケズリによって仕上げられており，口縁部が強く外反するという器形か

ら考えても南九州本土的である。奄美大島の長浜金久遺跡で、は多量の兼久式土器に混ざって，

ごく少量の本土系棄が出土している。それが今回の例では本土系の斐だけである。これをどう

解釈したらいいのだろうか。時期差なのか，それとも島のもつ地理的条件なのか，この 2通り

が考えられよう。今回の調査では須恵器などの編年から大きく 2つの時期が考えられる。すな

わち，内面に同心円，あるいは条痕タタキのある須恵器斐から考えられる古代(平安時代頃

か)と，類須恵器・石鍋の出土に象徴される中世前半 (12世紀後半~13世紀前半)である。前

者に共伴するとすれば長浜金久遺跡の例からして奄美大島よりいくらか北，あるいは東に位置

するという地理的差異(潮の流れによる違いか)が考えられ，後者に共伴するとすれば長浜金

久遺跡、より新ーしいことによる時期差となるが，いずれにしても今後の類例を待って考えたい。

次に滑石製石鍋について考えてみたい。古代末から中世の前半(12世紀~14世紀)にかけ

て，長崎県西被杵半島で生産された滑石製石鍋は， 日本全国広い範囲に伝播していった。南へ

も多く伝わったようで，その広がりは沖縄県の先島諸島まで達している。鹿児島県でも西海岸

沿いに多くの遺跡で出土が知られている。筆者が昭和58年にまとめた時点では， 26か所の出土

地が分かっていたが，その後も資料は次々に増えている。当時，南西諸島(鹿児島県内)でも

8か所の遺跡で出土が知られていたが，今日では18か所で出土が知られている。この数は県内

他地域に比して決して少なくない。今回の調査でも 3か所の遺跡で出土が知られた。喜界島で

は，合わせて 9遺跡で石鍋の出土が報告されている。当時の石鍋の流布は商人によって広がっ

たらしいことが，その出土量から伺えるが，それを購入するだけの経済力が喜界島には既に備

わっていたらじいことが予想できる。

最後に類須恵器とも呼ばれている在地の須恵器について考えてみたい。昭和56年に徳之島の

伊仙町カムイヤキで窯跡が発見され，さらにその近くの柳田でも窯跡が発見されて以来，その

分布・年代観等についてこれまで数名の研究者によって言及されてきた。今回，完形の査が発

見されたことは，その出土状況，共伴遺物を調べるうえに貴重な資料となるものと思われる。

今後の研究に期待したい。
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図版 1

オン畑遺跡 1トレンチ遺構検出状況(南から)

同 上 (西から )
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図版 3

オン畑遺跡2号炉跡検出状況

オン畑遺跡類須恵器出土状況(1. 2) 

-43-



..，. 品

~W
.
r

'~~ 
... 
益
説

明
・
間
関

司
・
院
関
き

斗 Y 首 脳 事 。 ァ て V 山 市 昨 日 A 藩 圧 栄 山 田

図 田 畑 ム



図版5

巻畑B遺跡 5トレンチ柱穴積出状況(北から)

向 上(西から)
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図版 6

池ノ底散布地遠景

発掘調査参加者

発掘風景
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図版 7
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図版 8
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図版 9
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